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（単位：百万円） 

区   分 予算額 決算額 
差額 

（決算－予算） 
備考 

収入 

 運営費交付金 

 施設整備費補助金 

 船舶建造費補助金 

 補助金等収入 

 国立大学財務・経営センター施設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学金及び検定料収入 

  附属病院収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

 引当金取崩 

長期借入金収入 

 貸付回収金 

 目的積立金取崩 

 

      計 

 

３，９６８ 

１，８２２ 

－ 

５６２ 

３３ 

１，５４９ 

１，３５５ 

－ 

－ 

１９４ 

８４９ 

－ 

－ 

－ 

１１６ 

 

８，８９９ 

 

４，０４８ 

１，８５２ 

－ 

６５１ 

３３ 

１，５４２ 

１，３４５ 

－ 

－ 

１９７ 

９１３ 

－ 

－ 

－ 

１１７ 

 

９，１５６ 

 

８０ 

３０ 

－ 

８９ 

－ 

△７ 

△１０ 

－ 

－ 

３ 

６４ 

－ 

－ 

－ 

１ 

 

２５７ 

 

（注１） 

（注２） 

 

（注３） 

 

 

（注４） 

 

 

（注５） 

（注６） 

 

 

 

（注７） 

 

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

  診療経費 

 施設整備費 

 船舶建造費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 

 貸付金 

 長期借入金償還金 

 国立大学財務・経営センター施設費納付金 

       

計 

 

５，６３３ 

５，６３３ 

－ 

１，８５５ 

－ 

５６２ 

８４９ 

－ 

－ 

－ 

 

８，８９９ 

 

５，５６７ 

５，５６７ 

－ 

１，８８５ 

－ 

６５１ 

８０３ 

－ 

－ 

－ 

 

８，９０６ 

 

△６６ 

△６６ 

－ 

３０ 

－ 

８９ 

△４６ 

－ 

－ 

－ 

 

７ 

 

（注８） 

 

 

（注９） 

 

（注１０） 

（注１１） 

 

収入－支出 － ２５０ ２５０  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○予算と決算の差異について 

（注１）運営費交付金については，予算段階では予定していなかった国立大学法人の行う教育改善推

進枠による事業，学長のリーダーシップの発揮を更に高めるための特別措置枠による事業及

び年俸制導入促進費による事業に伴う特別運営費交付金が交付されたことにより，予算金額

に比して決算金額が８０百万円多額となっています。 

（注２）施設整備費補助金については，老朽対策等基盤整備事業の前年度からの繰越額３１百万円の

増，教育研究力強化基盤整備費の前年度からの繰越額１百万円の減により，予算金額に比し

て３０百万円多額となっています。 

（注３）補助金収入については，予算段階では予定していなかった国からの補助金の獲得に努めたた

め，予算金額に比して決算金額が８９百万円多額となっています。 

（注４）授業料，入学金及び検定料収入については，授業料等の在籍者数が予定より減ったため，予

算金額に比して決算金額が１０百万円少額となっています。 

（注５）雑収入については，主として，特許実施料収入等の収入増により，予算金額に比して決算金

額が３百万円多額となっています。 

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入については，産学連携等研究収入の前年度繰越額４５千

円の増及び受託研究の獲得に努めたため，予算金額に比して決算金額が６４百万円多額とな

っています。なお，前年度から繰越額は１０７百万円です。 

（注７）目的積立金取崩については，申請を行った平成２５年度剰余金における目的積立金が承認さ

れたため，予算金額に比して決算金額が１百万円多額となっています。 

（注８）教育研究経費については，経費の節減に努めたこと，また，目的積立金取崩における次年度

以降の計画額３６百万円の支出減等により，予算金額に比して決算金額が６６百万円少額と

なっています。 

（注９） （注２）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が３０百万円多額となっています。 

（注１０）（注３）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が８９百万円多額となっています。 

（注１１）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については，一部，翌年度に繰越となったため，予

算金額に比して決算金額が４６百万円少額となっています。 
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